（様式第４号）
　林材災協指令第　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　事業主体名　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　令和　　年　月　　日付けで申請のあった下記補助金の交付については、林業・木材製造業労働災害防止協会福井県支部　林業従事者安全サポート事業補助金交付要綱第１１の規定により次のとおり交付することに決定したので通知します。
　　　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　林業・木材製造業労働災害防止協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井県支部　支部長　谷 﨑 信 雄　　
記
１　補助金の名称等

　　補助金等の名称　　　　林業従事者安全サポート事業
　　補助金交付対象事業　　申請日：令和　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　申請書に記載の事業（以下「補助事業」という。）とする。

２　補助事業に要する経費および補助金の額は、次のとおりとする。

　　補助対象事業費　　　　　　　　　　　　円

　　うち補助金の額　　　　　　　　　　　　円

３　補助事業に要する経費の配分は、前記申請書記載のとおりとする。
４　補助事業者は、次の各号の一に該当するときは、林災防の承認を受けなければならない。

（１）補助事業に要する経費の３０％以上の上限があるとき。

（２）補助事業を中止し、または廃止するとき。
５　補助事業者は、補助事業が予定の期間内に完了しないときまたは補助事業の遂行が困難となったときは、すみやかに知事に報告して、その指示を受けなければならない。
６　国、県が定める補助金に係る法令、規則、要綱等の規定に従わなければならない。

７　補助金に係る経理および処理経過が明確に分かるよう必要に応じ書類を整備し、補助事業完了後５年間保管しなければならない。

８　事業主体が消費税の課税業者の場合、補助金の交付を申請するに当たって、当該補助金の仕入れに係る消費税等相当額を減じて申請しなければならない。
９　補助事業により取得しまたは効用の増加した財産について、処分制限期間内において、福井県の承認を受けずに補助金交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、担保に供し、または取壊してはならない。ただし、適切な使用状況においてやむを得ない理由で安全装備品を破損し処分する場合は、事業主体負担で同等の安全装備品を購入すること。
